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「愛恵」の題字は初代理事長　三吉　保 氏による

　「社会福祉の担い手を育てる。」を目的として2012年
財団設立以来、「福祉支援」事業を展開している。「福
祉支援」とは、社会福祉事業関係者への「助成事業」
である。事業のほとんどは、社会福祉の分野で福祉事
業を行っている事業者、団体に資金的援助することがほ
とんどだが、資金以外に事業者をさまざまに支援するこ
と、財団の独自事業もある。
　公益法人助成センターの調べによると公益目的事業
法人は2021年 12月現在、9,600 余を数えており事業
支出は５兆円超とのことである。民間助成団体としての
社会的役割、期待も大きくなっている。
　政府の「新しい資本主義構想」では、公益財団法人
は税制上の優遇措置が設けられている趣旨を十分に踏
まえ、視野を広げるとともに公益活動をさらに積極的に
行うことが求められる。」と提言している。民間助成事
業の幅広さ、細やかさ等を評価しての要望であると想像
する。
　公益財団法人の多くは個人、母体企業等のビッジョン
から社会貢献への「願い」や「使命感」などを実現す
べく設立されているようだ。動機はさまざまである。
　事業目的も「地域社会の健全発展」「児童等健全育成」
「高齢者福祉」「奨学金」などが多く掲げられていること
からも設立の「思い」や「使命感」からなのが理解でき
る。
　愛恵財団の場合は、前身の「愛恵学園、愛恵福祉支
援財団」からの財産を基金とし、事業プログラムも引き
継ぎ公益法人を設立された。
　なにを引継ぎ活動することが「使命」か、創設者の「願
い」を叶えることになるかを思い「社会福祉の担い手を
育てる」を目的とした。具体的事業を海外研修、事業助
成、奨学金、講座講習・セミナー、福祉エッセイなどの
プログラムを広く提供してきた。参加することによって
得られた知識や経験が、社会福祉の実践者と共有でき
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豊かな福祉社会を創るために　公益財団法人として社会福祉活動振興に貢献する愛恵福祉支援財団

たもの、と自己評価させてもらっている。
　コロナ・パンデミック経験した。地球温暖化からなど
とある種の歪みから発生したともいわれ対策に追われ、
影響は社会の歪みをあぶりだした。
　セーフテイネットの脆弱さ、不足から小さき者、弱き
者へのしわ寄せが見て取れる。
　今日的には、局地的かと思われた戦火が世界を揺るが
してグローバル化された市民生活への影響も現れ始めた。
　奪われてはならないもの、持っていなくてはならない
もの人間の権利、平等を獲得保持するために活躍してい
る社会福祉の実践者が求めているも、役立つことなどに
財団の支援の方向見いだしたいと願っている。
　愛恵のミッションとして本紙「愛恵だより第7号」に
掲載されたステートメントがある。
　「愛恵の活動はキリスト歩みにならって生きてきた
方々によって担われたのです。このような歩みから愛恵
のミッションは国際性、先駆性、献身性にまとめられま
す。」『今、私たちは次の１００年にバトンタッチをする
時を迎えています。社会の変化、時代の変化に即して、
今の時代にふさわしい活動が何か、を具体的な事業とし
て計画し、実行し、成果を上げることが求められます。
そのための知恵と力が必要です。そしていちばん問われ
るのは選択と判断です。』（現理事長・遠藤久江）
　ミッション・ステートメントに求められる変化を捉え
るため２０２３年度から「提供する」から「応える」プ
ログラムへと転換した。相互に共有できるプログラムを
実現することにより今の時代にかなった活動ができると
判断した。各種の情報、サービスを他の分野からも求め、
結びつけ新しい実践を創り出すことにおいて、今もこれ
からも時代に適応できるものが創造されるだろう。
　海外での福祉事業実践者への支援も、助成する分野
は多く広い。海外の小さき者への支援は「愛恵」創設者
ミス・ペインへの鎮魂ともなるだろう。

愛恵のミッションに倣う。 「応える」支援へ
公益財団法人　愛恵福祉支援財団

　　　　　　　　　　　　常務理事　杉　浦　孝　夫
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　冒頭　「なぜ精神科医師、東京の大学教員から僻地診
療委医になったのか。」
　聴衆は固唾をのみ、じっと耳を澄ましました。
　「いつか、医療の少ない田舎で困っている高齢者がた
くさんいるはずだ、手を差し伸べたいという念願がか
なって、東京の仕事を辞めて北海道勇払郡むかわ町の
診療所の医師として地域医療に従事しました。当然精神
科だけでなく、高血圧の高齢者も、農作業中にけがをし
た人も、風邪をひいた人も診ることになります。」この
不便な町での一人暮らし、でもイキイキと暮らしている
高齢者を診療されている中での身近な話題、実体験を
気さくなお人柄で、時にはユーモアを交えてお話しされ
ました。
　「東京でのクリニックと比べてみました。東京は便利。
何でもある。しかしモノもたくさんだからこそ、「孤独」
を突き付けられ、不安がいっぱいある。そういう人をた

くさん診てきまし
た。心とからだが
どちらが大事か、
二者択一はできな
いが、心が健やか
であることが大事
だということです。
心が元気なら体も
ついていく。身体
の不調の多くは、
心の落ち込みやス
トレスなのです。」

コロナ禍を超えて２０２３年度の各種事業活動を進めました

必要な感染対策を講じて各種亊業を再開しています

2023年度　愛恵福祉支援財団主催公開講座

心とからだはつながっている
～心もからだもかろやかに柔らかく暮らしたい～

講師　香山リカ氏　北海道むかわ町国民健康保険穂別診療所医師
日時　２０２３年１０月７日（土）　

１４：００～１５：３０
会場　東京YWCAカフマンホール

※手話通訳を行いました

参加者９８名の声の一部を紹介します。
○わかりやすかった。聞きやすかった。楽しかった。心に
響くお話だった。説得力があった。親しみが持てた。心
（気）が楽になった。今後生きていくうえで参考になった。
〇北海道に移住され定年前に大学を辞され新しい生き
　方を選んだという積極性に感動しました。自己肯定の
生き方が魅力的。
〇人生の後半に好転する。嫌いや苦手が好きになる。人
生前向きになった。

〇皆さんに伝えるために来ているの。ちゃんと聞いてね」
と一歩ずつ前にでていらしてのスピーチにうれしくな
りました。
〇北海道の人の幸福感との比較が説得力があった。
〇時代を踏まえ、ご自身の体験を通して大切なメッセー
ジを伝えてくださった。
〇ストレスに対する向き合い方、「自分らしさ」「など有
意義な内容だった。

○日々、身につまされるような内容だった。自信をもっ
て生きていきます。

心心ととからだからだはつながっているはつながっている
－ 心もカラダもかろやかに柔らかく暮らしたい －－ 心もカラダもかろやかに柔らかく暮らしたい －

2023 年度 愛恵福祉支援財団主催 公開講座

高齢期の病気や生活の不安や心配で鬱々するこ
とはないでしょうか？
そんなあなたにぜひ聴いていただきたいと
香山先生の講演会を企画いたしました。
ぜひご参加ください！

場　所：東京YWCAカフマンホール（裏面参照）
定　員：100名（申込先着順）
申し込み方法：メールにて（裏面を参照ください）
メールアドレス：kouenkai@aikei-wf.or.jp

プロフィール
精神科医、北洋大学客員教授
1960 年札幌市生まれ。東京医科大学を卒業後、精神科医となる。臨床のかたわら帝塚山学院大学教授、
立教大学教授などとして教育活動にも携わる。50代になってからかねてからの夢だった総合診療医と
しての勉強を始め、2022 年４月より、北海道のむかわ町国民健康保険穂別診療所でへき地医療に取り
組んでいる。学生時代に始めた執筆活動、週末の東京での精神科医としての臨床はいまも継続中であ
る。主な著作に『老いてもいい、病んでもいい』（新日本出版社）、『デジタル時代の罠』（さくら舎）、『し
がみつかない生き方』（幻冬舎新書）など。

2023年

参加
無料

手話通訳
あり

講師：香山リカ氏

10/７
（土）
14：00～15：30

問合せ先：公益財団法人愛恵福祉支援財団　事務局
〒114-0015 東京都北区中里 2-6-1

Web https://www.aikei-fukushi.org/

電　話　03-5961-9711
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　今回のドイツ海外研修は、2023 年 9月 12日（火）
～9月 24日（日）の12日間、日本キリスト教児童福
祉連盟と法人型ファミリーホーム研究会のメンバーが企
画し、愛恵財団の後援により実施いたしました。大学教
員１名、施設長５名、施設職員４名、研究者２名、現地
通訳者１名が参加をしました。

１．研修の目的
　ドイツでの研修を実施したいという企画は、ソーシャ
ル・ペタゴジー（理論であり、思想であり、実践方法で
あり、専門職である）を学んでいる中で、有志によって、
ドイツ海外研修を実施したいという期待が出て、児童福
祉現場で働く施設長・職員の方々を対象に視察計画に
立てました。それが、今回の当初の目的に沿って実現で
きました。研修の目的は『ドイツにおけるソーシャル・
ペタゴジーの理論と実践を学ぶ　-福祉哲学を基盤に -』
としました。ドイツは、ソーシャル・ペタゴジーの発祥
の地（源流はペスタロッチに遡ることができる）であり、
留岡幸助が家庭学校を設立する上でも影響を与えたこ
とに依り、キリスト教社会福祉の研究者である細井勇氏
（福岡県立大学特任教授）に団長をお願いし、現地視察
訪問研修を行い、理論と実践がどのようになされている
のかを体験する機会を持ち、学ぶ時となりました。

２．視察研修
　研修地へは、９月１２日（火）日本からフランクフル
ト空港に各地から集まり、ケルンに ICE 特急に乗り、
ケルン駅に着き、ホテルで宿泊をし、ケルン市内を観光
し、ケルン大聖堂を中心に散策を楽しみました。３日目
から研修が始まりました。最初の訪問地はラファエルハ
ウスで、カトリック財団によって１９０２年に創立され

ドイツ研修報告

ました。２５０人のケアを担い、１８０人の子どもたち
がケアされていました。全てグループケアで、職員は
２００人（内ベタゴークは１４０人）で、正に有資格者
によってケアが実践されていました。４日目は児童青少
年援助セント・ヨゼフでの施設長からの施設説明、トラ
ウマペタゴジー（ソーシャルペタゴジーの土台の上に、
医学的・心理学的トラウマの概念が加えられたもの）の
実践についての説明を聞き、施設視察を行いました。９
月１８日（月）～２１日（木）は、アーヘンとケルンの
中間にある人口９万人のデューレンにあるセント・ヨゼ
フ・ジューレンで視察研修を行いました。今回の研修で
は、施設長シュライネマッハ氏の施設を中心に、４日間
の研修を行いました。１８５５年に開設され、現在の拠
点施設は１９５３年に建設された建物を母体にして、現
在は１５の異なるペタゴーギックなグループホームに７
名の子どもたちなど、１３０人定員の施設でありました。
私たちは２名ずつに分かれて、グループホーム実地体験
を行いました。担当者（ペタゴーグ）などからの説明、
入所の子どもたちとの触れ合いなどを通して体現できま
した。精神科医ミューラー氏の講義も大いに学びとなり
ました。デューレン少年局での働きも日本のシステムと
は違いを実感出来ました。
　週末はモンシャウ観光、アーヘンドームなどの観光、
夜はクラシックコンサートを楽しみました。２２日（金）
はハイデルベルク一日観光を行い、ドイツ最古の大学で
あるハイデルク大学などを視察し、２３日（土）はフラ
ンクフルト観光をして、夜にフランクフルト空港から飛
び立って帰国しました。　

研研修修施施設設でで研研修修光光景景
費費

日本キリスト教児童福祉連盟 愛恵福祉支援財団後援

ソーシャル・ペンタゴンの理論と実践を学ぶ



　質問	 ①現在従事されているお仕事の内容
	 ②大学院での学びが活かされていると思うこと

AS さん 2018 年度、2019 年度神奈川県立保健福祉大
学大学院
①	• 児童虐待通告の対応
	 • 在宅支援
	 • 一時保護児童、措置児童への対応等
②	大学院では子育て支援について学びました。現在の
仕事において、保育士の先生方や保健師の先生方と
一緒に連携することも多く、大学院で各々の専門職
の支援を学べたことで、スムーズに協同することに
役立っていると思います。

KA さん 2019 年度関西学院大学大学院
①	社会福祉士養成校の専任教員（次年度より他校での
教員となる予定）

②	大学院の学び全てが活かされていると思いますが、
具体的には1	年でソーシャルワーカーとなり、現場
に出ていく方々への指導は実践と理論が（勿論マイ
ンドなども）大切だと思いますが、そういったこと
を学ぶことができたのは大学院の 2	年間だったと
思っています。

J S さん 2019 年度福岡県立大学大学院
①	児童福祉司
②	• 最新の研究成果について、現場での支援を参考と
することに抵抗感が少ないです。

	 • 研究テーマが児童福祉に関連した内容でしたので、
現在の業務とのつながりを感じています。

TM さん 2021 年度明治学院大学大学院
①	•自殺を考えている相談者の相談にのり、地域の支援
機関につなげている。

	 • 居場所活動の運営等。
②	• 相談者の背景にある課題について、個人よりも社会
の課題ととらえて接していること。
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ＪＲ駒込駅　東口より徒歩２分
北区中里２- ６- １ 愛恵ビル５Ｆ
電話　０３（５９６１）９７１１

愛恵福祉支援財団 案内図

本
郷
通
り

至 田端➡

東口
⬅至 巣鴨

愛恵ビル

JR 駒 込 駅

東京メトロ 南北線
駒込駅

本年度の同奨学金の受給者は次の通りです。

● YAさん　日本女子大学大学院2	年
　　研究のテーマ　「がん患者家族への医療ソーシャルワーク」

● HMさん　日本女子大学大学院1年
　　研究のテーマ　「家庭養護から社会に巣立つ若者の

自立支援の現状と課題」

2023 年度　ペイン記念奨学金　受給者決定

◆ 過去の受給者へのアンケートから ◆

　社会福祉実践分野のリーダーとしての人材育成を目的とし、日本の大学院に在学する学生に年間100	万円を限度
として、授業料相当額及び研究補助費年間10万円を奨学金として給付しています。
　2023	年度の受給者は以下の4	人。

	 • 個人の困りごとをマクロの視点でもとらえて、政策
提言などに繋げて行きたいと考えています。

YM さん 2021 年度、2022 年度日本女子大学大学院
①	• 訪問診療における終末期患者のサポート
	 •院内運営NPO	法人事務局業務全般、研究業務等
②	自身の研究業務がしやすくなった。特に医師の研究
サポートをしやすくなり、これまで以上の高い信頼
性を得られている。

ST さん 2021 年度、2022 年度福岡県立大学大学院
①	• 精神科リエゾンチーム（精神保健福祉士）
　	• 両立支援コーディネーター
②	• 多職種の研究や論文について読み解いたり、理解
する力が身についている。

	 • 研究・論文を経験し、再度臨床を繰り返すことで
効果的な支援を意識してとりくむようになった。

	 • 今後は関連のある学会で発表する予定です。
NK さん 2021 年度、2022 年度明治学院大学大学院
①	指導員、訪問支援員
②		• 発達障がいや障害のあるお子さんへの支援方法。
	 •園の先生方との連携、自治体の職員さんとの連携。

● HHさん　日本社会事業大学大学院1	年
　　研究のテーマ　�「ソーシャルワーカーによる専門職倫理

としてのセルフケアモデルの構築」
● SMさん　大阪府立大学大学院博士後期課程3	年
　　研究のテーマ　「不登校児の健康とセルフケア困難」


